
「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
を
始
め
長
い
歴
史

と
文
化
が
受
け
継
が
れ
る
津
島
市
。
津
島
が

誇
る
遺
産
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、県
内
最
古
、

全
国
で
は
３１
番
目
と
い
う
長
い
歴
史
が
あ
る

の
が
、こ
の
図
書
館
で
す（
現
在
は
全
国
に
約

３
２
５
０
館
）。
図
書
館
は
創
立
当
時
か
ら
の

貴
重
な
図
書
や
珍
し
い
資
料
を
大
切
に
所
蔵

し
、津
島
の
歴
史
や
文
化
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。 

今
年
、津
島
市
立
図
書
館
は
創
立
１
２
０

周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
図
書

館
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、こ
れ
ま
で

歩
ん
で
き
た
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

明
治
の
津
島
図
書
館 

津
島
市
立
図
書
館
は
、こ
れ
ま
で
名
称
を

１２
回
、場
所
を
１０
回
も
変
更
し
ま
し
た
。い
ず

れ
も
現
在
確
認
で
き
る
中
で
日
本
最
多
で
す
。 

津
島
図
書
館
の
創
立
は
、明
治
２８
年（
１
８

９
５
）１２
月
、日
清
戦
争
の
勝
利
を
記
念
し
て

津
島
高
等
小
学
校
（
今
市
場
町
）に
設
置
さ

れ
た
「
凱
旋
紀
念
書
籍
館
」
に
遡
り
ま
す
。
設

置
者
は
海
東
海
西
郡
教
育
会
で
、生
徒
の
学

習
補
助
を
目
的
と
し
た
図
書
館
で
し
た
が
、

日
清
戦
争
の
寄
附
金
残
額
で
す
べ
て
を
賄
っ

た
た
め
、「
本
棚
三
個
」
し
か
持
た
な
い
貧
弱

な
も
の
で
し
た
。 

津
島
の
図
書
館
が
正
式
に
公
共
図
書
館
と

し
て
認
可
さ
れ
た
の
は
、明
治
３０
年（
１
８
９

７
）の
こ
と
。こ
の
年
９
月
、館
外
貸
出
を
含

む
利
用
規
則
や
設
置
規
程
を
定
め
、県
下
初

の
公
共
図
書
館
と
し
て
文
部
省
か
ら
認
可
さ

れ
ま
し
た
。  

当
時
、全
国
の
公
共
図
書
館（
官
公
私
立
）

は
津
島
図
書
館
を
含
め
３１
館
だ
け
で
あ
り
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
教
育
関
係
者
の
熱
意
が

早
く
か
ら
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

な
お
、初
代
図
書
館
長
に
は
加
藤
喜
右
衛
門

（
津
島
町
出
身
の
衆
議
院
議
員
）、２
代
図
書

館
長
に
は
大
橋
武
左
衛
門（
津
島
町
長
）が
就

任
。
特
に
大
橋
館
長
（
町
長
兼
任
）は
、海
部

地
域
の
各
高
等
小
学
校
に
図
書
館
の
巡
回
文

庫
を
設
置
し
、広
く
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま

し
た
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、明
治
４４
年（
１

９
１
１
）に
は
蔵
書
数
４
千
、年
間
利
用
者
１

万
５
千
人
を
突
破
。
県
内
９
館（
当
時
）の
中

で
圧
倒
的
な
利
用
数
を
誇
っ
た
た
め
、新
聞
の

全
国
欄
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

    大
正
の
津
島
図
書
館 

大
正
２
年(

１
９
１
３)

７
月
、海
東
郡
と
海

西
郡
は
合
併
し
、海
部
郡
が
誕
生
し
ま
し
た
。

図
書
館
も
「
海
部
郡
立
図
書
館
」
と
改
称
し
、

大
正
５
年
に
は
新
築
さ
れ
た
海
部
郡
役
所
の

付
属
建
物（
西
柳
原
町
）へ
移
転
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、海
西
郡
教
育
会
図
書
館
を
吸
収
し
、

蔵
書
は
６
千
冊
を
数
え
る
ま
で
に
増
加
し
ま

す
。 大

正
１２
年（
１
９
２
３
）、行
政
改
革
に
よ

り
郡
制
が
廃
止
さ
れ
る
と
図
書
館
は
郡
立
か

ら
郡
教
育
会
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。
大
正
１５
年（
１

９
２
６
）７
月
、郡
制
の
完
全
廃
止
に
よ
り
郡

役
所
は
閉
鎖
。
教
育
会
も
解
散
し
た
た
め
、多

く
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
図
書
館
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
後
、図
書
館
の
蔵
書
は
八
開
村（
愛
西

市
）へ
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、八
開

村
で
は
村
立
図
書
館
を
設
立
す
る
だ
け
の
予

算
が
な
く
、村
内
の
保
管
先
で
多
数
の
図
書

が
散
逸
し
ま
し
た
。 

昭
和
初
期
の
津
島
図
書
館 

昭
和
２
年(

１
９
２
７)

６
月
、津
島
町
で
は

図
書
館
の
設
置
を
強
く
希
望
し
、八
開
村
で

保
管
さ
れ
て
い
た
蔵
書
を
買
い
取
り
ま
し
た
。

１０
月
、旧
海
部
郡
立
図
書
館
の
蔵
書
を
再
び

揃
え
た
「
津
島
町
立
図
書
館
」（
西
柳
原
町
）

を
開
館
。
以
後
、６
度
の
移
転
で
混
乱
し
な
が

ら
も
蔵
書
の
整
理
と
充
実
に
努
め
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
図
書
館
の
充
実
に
意
欲
的
だ
っ

た
小
島
音
三
郎（
元
津
島
町
長
）、江
上
定
義

（
元
小
学
校
長
・
の
ち
市
江
村
長
）の
両
館
長

は
、歴
史
・
文
学
・
郷
土
資
料
を
飛
躍
的
に
充

実
さ
せ
ま
し
た
。「
野
口
米
次
郎
文
庫
」
を
開

設
し
た
の
も
こ
の
時
で
す
。 

戦
後
の
津
島
図
書
館 

昭
和
２２
年（
１
９
４
７
）、南
門
前
町
に
戻
っ

た
図
書
館
は
市
民
の
図
書
館
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、昭
和
３４
年
（
１
９

５
９
）の
伊
勢
湾
台
風
で
建
物
が
大
き
く
破

損
、３６
年
（
１
９
６
１
）の
集
中
豪
雨
で
は
周

囲
が
水
没
す
る
な
ど
被
災
し
、そ
の
後
は
建

２
０
１
５
年
は
図
書
館
創
立
１
２
０
周
年
 

市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

▲海東郡立戦勝紀念図書館 

▲海部郡役所内・海部郡立図書館 
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物
の
老
朽
化
も
あ
っ
て
極
端
に
利
用
が
低
迷

し
ま
し
た
。 

し
か
し
、昭
和
５３
年
（
１
９
７
８
）に
図
書

館
新
設
要
望
が
上
が
る
と
、市
民
の
図
書
館

へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
昭
和
５８
年（
１
９
８
３
）の
「
図
書
館
米
寿

祭
」
や
、そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
「
図
書
館
ま

つ
り
」
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ほ
ど
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
動
き
も
あ
り
、平
成
元
年（
１
９

８
９
）、市
は
図
書
館
建
設
を
計
画
し
ま
す
。

財
政
上
の
問
題
で
し
ば
ら
く
延
期
さ
れ
ま
し

た
が
、平
成
１０
年（
１
９
９
８
）、つ
い
に
老
松

町
の
市
営
プ
ー
ル
跡
地
に
図
書
館
建
設
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

新
館
オ
ー
プ
ン 

平
成
１２
年（
２
０
０
０
）１１
月
、帆
船
を
模

し
た
斬
新
な
モ
デ
ル
と
県
下
第
４
位
の
延
床

面
積（
当
時
）と
な
る
新
館
が
完
成
し
、県
内

外
に
広
く
宣
伝
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
催
さ
れ

た
盛
大
な
開
館
式
典
は
、ま
だ
記
憶
に
新
し

い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

オ
ー
プ
ン
か
ら
７
年
後
、図
書
館
は
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、月
曜
日
開
館
や
津

島
駅
構
内
の
返
却
ポ
ス
ト
設
置
な
ど
、よ
り

利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、市
内
の
古
写
真
や
映
像
、地
元
新
聞
な

ど
を
資
料
集
と
し
て
ま
と
め
、新
た
な
郷
土

資
料
も
作
成
す
る
な
ど
文
化
活
動
の
拠
点
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
事
業
は
、

文
部
科
学
省
に
よ
り
特
徴
的
な
取
り
組
み
と

し
て
紹
介
さ
れ
、「
図
書
館
実
践
事
例
集
」（
２

０
１
４
年
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は
年
間
２７

万
人
、蔵
書
数
は
２８
万
点
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
秋
に
は
１
２
０
周
年
を
記
念
し
、記
念
行

事
や
冊
子
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
津
島
の
誇
る
歴
史
あ
る
図
書
館
に
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 【
館
名
の
移
り
変
わ
り
】 

①
凱
旋
紀
念
書
籍
館（
１
８
９
５
〜
１
８
９
７
） 

②
津
島
高
等
小
学
校
図
書
館（
１
８
９
７
〜

１
９
０
０
） 

③
海
東
図
書
館（
１
９
０
０
〜
１
９
０
１
） 

④
海
東
郡
図
書
館（
１
９
０
１
〜
１
９
０
４
） 

⑤
海
東
郡
立
図
書
館（
１
９
０
４
〜
１
９
０
７
） 

⑥
海
東
郡
立
戦
勝
紀
念
図
書
館（
１
９
０
７

〜
１
９
１
３
） 

⑦
海
部
郡
立
図
書
館（
１
９
１
３
〜
１
９
２
３
） 

⑧
海
部
郡
教
育
会
附
属
図
書
館（
１
９
２
３

〜
１
９
２
６
） 

【
廃
館
】（
１
９
２
６
〜
１
９
２
７
） 

⑨
津
島
町
立
図
書
館（
１
９
２
７
〜
１
９
４
７
） 

⑩
津
島
市
立
図
書
館（
１
９
４
７
〜
１
９
５
１
） 

⑪
津
島
市
立
津
島
図
書
館 

　（
１
９
５
１
〜
１
９
６
４
） 

⑫
津
島
市
市
立
図
書
館 

　（
１
９
６
４
〜
２
０
０
０
） 

⑬
津
島
市
立
図
書
館（
２
０
０
０
〜
現
在
） 

問
合
　
市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

       

  

普
段
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
方
、こ
れ

か
ら
始
め
よ
う
と
い
う
方
、他
の
方
の
読
み

聞
か
せ
を
楽
し
み
な
が
ら
、自
分
も
読
み
聞

か
せ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。イ
ベ
ン
ト
終
了
後

に
は
、子
ど
も
の
本
専
門
店
「
花
の
き
村
」
店

主
・
伊
藤
義
明
氏
に
よ
る
講
演
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。 

日
時
　
平
成
２７
年
１０
月
２５
日

 

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

そ
の
他
　
市
外
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人
で
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
。 

申
込
　
９
月
２５
日

ま
で
。
図
書
館
児
童
カ

ウ
ン
タ
ー
に
て
、ま
た
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
で
。 

問
合
　
市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

   
 

津
島
市
内
に
は
、８
つ
の
小
学
校
区
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、そ
の
う
ち
東
小
学
校
区
に
あ

る
寺
社
や
名
所
を
巡
り
ま
す
。 

日
時
　
９
月
２０
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

集
合
場
所
　
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
前（
津

島
駅
前
） 

講
師
　
大
橋
忠
彦
氏（
津
島
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
長
） 

定
員
　
な
し 

申
込
　
不
要 

問
合
　
市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

 

▲津島町立図書館（南門前町）、徳富蘇峰を迎えて ▲昭和３６年集中豪雨、津島市立津島図書館 

お
は
な
し
く
る
り
ん
 

津
島
市
の
学
区
巡
り
　
東
小
学
校
区 

つ
し
ま
歩
き
学
び
講
座
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